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 Abe et a1．（1982）は非常に多くの分子を1種類の活性炭に吸着させその結果を解析して，
式（1．1）で整理したとき係数Kと6の間に次のような関係を見いだした．




















         （a）                    （b）
図1．吸着表面の概念図．分子によって占められたり，あるいは他の分子の近づけたい格子点を●で示
   した．（a）表面の不規則性が大きいか，あるいは吸着分子の形が球形からより遠い場合．●がラ
   ソダムに散らばっている．（b）表面の不規則性が小さいか，あるいは分子の形がより球形に近い
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                 〈M〉m。。00 工〃O             肌ax…         ＝     ＝COnSt                   M「   mM
ということである．o。は分子1個の体積である．式（2．1）と（2．2）を使うと
56 統計数理 第39巻 第1号 1991
〃OmM。。0・mαO
となるから
（2．5）          。・⊂ム
                       α0
という関係が出てくる．
実験で求められた量〃に対応する量X’を考えると定義から
                 X・㏄〈N〉ρ・・
                     M
である．ここにρは吸着分子の密度である（ただし，ここで扱っている分子ではρの分子種依
存性はほとんど無い）．式（2．1），（2．2）と（2．5）を使うと
               X・㏄＜M〉ρ・・㏄＜M〉ρ・
                  αO工    正
となる．よってWに対応する量は式（2．4）により
                       αC1” （2．6） ・                X’：φ                     ［1＋α01m］
である．ここにφはmに依らたい定数で，飽和吸着量を表す．
 濃度が小さいときには式（2．6）は次のようにたる．
 （2．7）                     X’＝φ（βα／α8）1”C1m＝K’C1∫n
これはフロイントリッピ式に他ならない．ただし
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となり，これから吸着している分子の平均数は次のように求まる．
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Cyc1ohex直none，Propionic acid，Butyric acid，Va1eric acid，Hexanoic acid．




                 1                 一＝一α’109K’十ろ’                 m
とたる．ここに
 （3．1）                        〆≡1／1og（α、／βσ），









              〆＝α（＝0，186）， ろ’＝ろ（＝0，572）
とすると式（3．1）と（3．2）より























                 付録A
 溶媒分子の濃度Cとモル分率yの関係を明らかにしておこう．いま




                  〃／M  L〃／M（A1）     ツ＝。W＋。／M一〃W
溶液の質量，密度および体積を肌（g），γ（g／1iter）およびγ（1iter）で表すと
 （A．2）                 πf＝γγ＝〃十m’≒〃∫
定義より
                 C＝103〃／γ
とたる．よって式（A．1），（A．2）から
                    〃                C＝1000γ〃・ツ
だから






          γ      γ一M。γ。       凡≡    凡≡     ，         γ。’      γω
       γ：溶液の体積，
       凡，K：それぞれ溶媒分子の個数と1個の体積，
       凡，η：それぞれ水分予の個数と1個の体積，
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   Adsorption of organic compomds in aqueous media onto activated carbon surface
usua11y fo11ows the empirica11y－derived Freund1ich equation，W＝KC1’d where W is the
mass of the adsorbed so1ute，C is the equi1ibrium so1ute concentration，and K and a are the
趾ting constants．To ana1yze this equation，we propose a simp1e geometrica1model for
adsorption of organic compounds．Activated carbon surfaces are irregu1ar，and the irregu－
1arity is simi1ar at any magni丘。ations．Because of the se1f－simi1arity in raggedness at
various reso1utions，adsorption of a bu1ky organic mo1ecu1e sequesters severa1neighboring
sites from binding．Based on this mode1，the Langmuir and Freund1ich equations were
derived．The parameter a in the Freund1ich equation is re1ated to the number of binding
sites wasted by the adsorbate binding，hence，it is re1ated to the size of the adsorbate
mOleCu1e．
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